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上
流
文
書
（
設
置
変
更
許
可
申
請
書
）
か
ら
保
安
規
定
へ
の
記
載
内
容
（
本
文
五
号
＋
添
付
書
類
八
）

 

【
1
.1

.1
.1

0
 
誤
操
作
の
防
止
】

 

（
本
文
五
号
＋
添
付
書
類
八

1.
1.
1
.1
0 
―

 1
 /
 
2）

 

青
字

(青
下
線

)：
保
安
規
定
及
び
下
部
規
定
文
書
に
記
載
す
べ
き
内
容

 

緑
字

(緑
下
線

)：
下
部
規
定
文
書
に
記
載
す
べ
き
内
容

 

橙
字

(橙
下
線

)：
核
物
質
防
護
に
関
連
す
る
内
容

 

黒
字

(青
下
線

)：
要
求
事
項
を
実
施
す
る
行
為
者

 

設
置
変
更
許
可
申
請
書
【
本
文
】

 

（
補
正
）

R3
.
9.
6
 

設
置
変
更
許
可
申
請
書
【
添
付
書
類
八
】

 

（
補
正
）

R3
.
9
.6

 

原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
下
部
規
定
文
書

 

記
載
す
べ
き
内
容

 
記
載
の
考
え
方

 
該
当
規
定
文
書

 
記
載
内
容
の
概
要

 

ロ
(
3)
 
そ
の
他
の
主
要
な
構
造

(ⅰ
) 

本
発
電
用
原
子
炉
施
設
は
，

(1
)
耐
震
構

造
，
(
2
)
耐
津
波
構
造
に
加
え
，
以
下
の
基
本
的
方

針
の
も
と
に
安
全
設
計
を
行
う
。

a.
設
計
基
準
対
象
施
設

(e
)

誤
操
作
の
防
止

設
計
基
準
対
象
施
設
は
，
プ
ラ
ン
ト
の
安
全
上

重
要
な
機
能
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
機

器
・
弁
等
に
対
し
て
，
色
分
け
や
銘
板
取
付
け
等

の
識
別
管
理
や
人
間
工
学
的
な
操
作
性
も
考
慮
し

た
監
視
操
作
エ
リ
ア
・
設
備
の
配
置
，
中
央
監
視

操
作
の
盤
面
配
置
，
理
解
し
や
す
い
表
示
方
法
と

す
る
と
と
も
に
施
錠
管
理
を
行
い
，
運
転
員
の
誤

操
作
を
防
止
す
る
設
計
と
す
る
。

 

ま
た
，
中
央
制
御
室
は
耐
震
性
を
有
す
る
制
御

室
建
物
内
に
設
置
し
，
放
射
線
防
護
措
置
（
遮
蔽

及
び
換
気
空
調
設
備
の
系
統
隔
離
運
転
の
実
施
）
，

火
災
防
護
措
置
（
感
知
・
消
火
設
備
の
設
置
）
，
照

明
用
電
源
の
確
保
措
置
を
講
じ
，
環
境
条
件
を
想

定
し
て
も
，
運
転
員
が
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変

化
及
び
設
計
基
準
事
故
に
対
応
す
る
た
め
の
設
備

を
容
易
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
計
と
す
る

と
と
も
に
，
現
場
操
作
に
つ
い
て
も
同
様
な
環
境

条
件
を
想
定
し
て
も
，
設
備
を
容
易
に
操
作
す
る

こ
と
が
で
き
る
設
計
と
す
る
。

 

1.
1.
1
.1
0
 
誤
操
作
の
防
止

 

(1
)

設
計
方
針

設
計
基
準
対
象
施
設
は
，

設
計
，
製
作
，
建

設
及
び
試
験
検
査
を

通
じ
て
，
信
頼
性
の
高
い
も
の
と
し

，
運
転

員
の
誤
操
作
等
に
よ
る

異
常
状
態
に
対
し
て
は
，
警
報
に
よ

り
，
運

転
員
が
措
置
し
得
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
，
も
し
，
こ
れ

ら
の
修

正
動
作
が
取
ら
れ
な
い

場
合
に
も
，
発
電
用
原
子
炉
固
有
の

安
全
性

及
び
安
全
保
護
回
路
の

動
作
に
よ
り
，
過
渡
変
化
を
収
束
さ
せ
る
設
計
と
す
る
。

 

設
計
基
準
対
象
施
設
は
，

運
転
員
の
誤
操
作

を
防
止
す
る
設
計
と

す
る
。

 

安
全
施
設
は
，
操
作
が
必

要
と
な
る
理
由
と

な
っ
た
事
象
が
有
意

な
可
能
性
を
も
っ
て
同
時
に
も
た
ら

さ
れ
る

環
境
条
件
及
び
施
設
で

有
意
な
可
能
性
を
も
っ
て
同
時
に
も

た
ら
さ

れ
る
環
境
条
件
下
に
お

い
て
も
，
運
転
員
が
運
転
時
の
異
常

な
過
渡

変
化
及
び
設
計
基
準
事

故
に
対
応
す
る
た
め
の
設
備
を
中
央

制
御
室

及
び
中
央
制
御
室
以
外

の
操
作
場
所
に
お
い
て
，
容
易
に
操

作
す
る

こ
と
が
で
き
る
設
計
と

す
る
。

 

(2
)

手
順
等

誤
操
作
防
止
に
関
し
て
，

以
下
の
内
容
を
含

む
手
順
を
定
め
，
適

切
に
管
理
を
行
う
。

 

ａ
．
現
場
手
動
弁
の
銘
板
取
付
け
及

び
保
守

・
点
検
作
業
に
係
る
識

別
管
理
方
法
を
定
め
る
と
と
も
に
，

弁
・
機

器
の
施
錠
管
理
方
法
を

定
め
運
用
す
る
。

 

（
規
定
類
の
作
成
）

 

第
１
４
条

 
各
課
長
は
，
次
の
各
号
に

掲
げ
る
原
子
炉
施
設
の
運
転
管
理
に

関
す
る
事
項
の
規
定
類
を
作
成
し
，
制

定
・
改
正
に
あ
た
っ
て
は
，
第
７
条
（
原

子
力
発
電
保
安
運
営
委
員
会
）
第
２
項

に
基
づ
き
運
営
委
員
会
の
確
認
を
得

る
。

 

（
１
）
原
子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操

作
に
関
す
る
事
項

 

（
２
）
巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項

（
３
）
異
常
時
の
操
作
に
関
す
る
事
項

（
４
）
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る

事
項

（
５
）
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転

操
作
に
関
す
る
事
項

（
６
）
定
期
試
験
に
関
す
る
事
項

（
７
）
誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項

（
２
号
炉
）

・
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け
る

設
計
の
方
針
に
係
る
事
項
で

あ
り
，
保
安
規
定
に
規
定
し
な

い
。

 

・
要
求
事
項
及
び
法
令
等
へ
適
合

す
る
事
項
を
確
実
に
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
事
項
は
，
保

安
規
定
に
記
載
。

 

・
運
転
管
理
手
順
書

（
既
存
）

 

・
現
場
手
動
弁
の
銘
板
取
り
付
け
に

よ
る
識
別
管
理
お
よ
び
弁
・
機
器

の
施

錠
管

理
方

法
を

定
め

る
こ

と
を
記
載
。
（
新
規
記
載
）
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上
流
文
書
（
設
置
変
更
許
可
申
請
書
）
か
ら
保
安
規
定
へ
の
記
載
内
容
（
本
文
五
号
＋
添
付
書
類
八
）

 

【
1
.1

.1
.1

0
 
誤
操
作
の
防
止
】

 

 
 
（
本
文
五
号
＋
添
付
書
類
八

1.
1.
1
.1
0 
―

 2
 /
 
2）

 

青
字

(青
下
線

)：
保
安
規
定
及
び
下
部
規
定
文
書
に
記
載
す
べ
き
内
容

 

緑
字

(緑
下
線

)：
下
部
規
定
文
書
に
記
載
す
べ
き
内
容

 

橙
字

(橙
下
線

)：
核
物
質
防
護
に
関
連
す
る
内
容

 

黒
字

(青
下
線

)：
要
求
事
項
を
実
施
す
る
行
為
者

 

設
置
変
更
許
可
申
請
書
【
本
文
】

 

（
補
正
）

R3
.
9.
6
 

設
置
変
更
許
可
申
請
書
【
添
付
書
類
八
】

 

（
補
正
）

R3
.
9
.6

 

原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
下
部
規
定
文
書

 

記
載
す
べ
き
内
容

 
記
載
の
考
え
方

 
該
当
規
定
文
書

 
記
載
内
容
の
概
要

 

     ｂ
．
中
央
制
御
室
換
気
系
の
系
統
隔

離
運
転

に
関
す
る
運
転
手
順
に

つ
い
て
は
「
1.
8
.8

 
火
山
防
護
に
関
す
る
基
本
方
針
」
及
び
「

1.
8.

10
 

外
部
火
災
防
護
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
示
す
。

 

ｃ
．
防
火
・
防
災
管
理
業
務
及
び
初

期
消
火

活
動
の
た
め
の
体
制
及

び
運
用
方
法
等
に
つ
い
て
は
「

10
.4

 
火
災
防
護
設
備
」
に
示
す
。

 

ｄ
．
地
震
発
生
時
は
，
操
作
を
中
止

し
身
体

及
び
プ
ラ
ン
ト
の
安
全

確
保
に
努
め
る
よ
う
社
内
規
程
類
に
定
め
運
用
す
る
。

 

（
８
）
火
災
発
生
時
，
内
部
溢
水
発
生

時
（
２
号
炉
），

火
山
影
響
等
発
生
時

（
２
号
炉
），

そ
の
他
自
然
災
害
発
生

時
等
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
（
２
号

炉
）
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

 

（
９
）
重
大
事
故
等
発
生
時
お
よ
び
大

規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に

関
す
る
事
項
（
２
号
炉
）

 

 （
規
定
類
の
作
成
）

 

第
１
４
条

 
各
課
長
は
，
次
の
各
号
に

掲
げ
る
原
子
炉
施
設
の
運
転
管
理
に

関
す
る
事
項
の
規
定
類
を
作
成
し
，
制

定
・
改
正
に
あ
た
っ
て
は
，
第
７
条
（
原

子
力
発
電
保
安
運
営
委
員
会
）
第
２
項

に
基
づ
き
運
営
委
員
会
の
確
認
を
得

る
。

 

 （
１
）
原
子
炉
の
起
動
お
よ
び
停
止
操

作
に
関
す
る
事
項

 

（
２
）
巡
視
点
検
に
関
す
る
事
項

 

（
３
）
異
常
時
の
操
作
に
関
す
る
事
項

 

（
４
）
警
報
発
生
時
の
措
置
に
関
す
る

事
項

 

（
５
）
原
子
炉
施
設
の
各
設
備
の
運
転

操
作
に
関
す
る
事
項

 

（
６
）
定
期
試
験
に
関
す
る
事
項

 

（
７
）
誤
操
作
の
防
止
に
関
す
る
事
項

（
２
号
炉
）

 

（
８
）
火
災
発
生
時
，
内
部
溢
水
発
生

時
（
２
号
炉
），

火
山
影
響
等
発
生
時

（
２
号
炉
），

そ
の
他
自
然
災
害
発
生

時
等
お
よ
び
有
毒
ガ
ス
発
生
時
（
２
号

炉
）
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

 

（
９
）
重
大
事
故
等
発
生
時
お
よ
び
大

規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の
整
備
に

関
す
る
事
項
（
２
号
炉
）

 

            ・
要
求
事
項
及
び
法
令
等
へ
適
合

す
る
事
項
を
確
実
に
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
事
項
は
，
保

安
規
定
に
記
載
。

 

 

            ・
事
故
時
操
作
要
領

書
（
既
存
）

 

               

            ・
地
震
発
生
時
は
，
操
作
を
中
止
し

身
体
お
よ
び
プ
ラ
ン
ト
の
安
全

確
保
に
努
め
る
事
を
記
載
。
（
新

規
記
載
）

 

3



上
流
文
書
（
設
置
変
更
許
可
申
請
書
）
か
ら
保
安
規
定
へ
の
記
載
内
容
（
本
文
五
号
＋
添
付
書
類
八
）

 

【
5
.1
 
原
子
炉
圧
力
容
器
及
び
一
次
冷
却
材
設
備
】

 

(本
文
五
号
＋
添
付
書
類
八

5.
1
 ―

9 
/
 1
1
) 

青
字

(青
下
線

)：
保
安
規
定
及
び
下
部
規
定
文
書
に
記
載
す
べ
き
内
容

 

緑
字

(緑
下
線

)：
下
部
規
定
文
書
に
記
載
す
べ
き
内
容

 

橙
字

(橙
下
線

)：
核
物
質
防
護
に
関
連
す
る
内
容

 

黒
字

(青
下
線

)：
要
求
事
項
を
実
施
す
る
行
為
者

 

設
置
変
更
許
可
申
請
書
【
本
文
】

 

（
補
正
）

 R
3.

9.
6
 

設
置
変
更
許
可
申
請
書
【
添
付
書
類
八
】

 

（
補
正
）

 R
3.

9
.
6
 

原
子
炉
施
設
保
安
規
定

 
下
部
規
定
文
書

 

記
載
す
べ
き
内
容

 
記
載
の
考
え
方

 
該
当
規
定
文
書

 
記
載
内
容
の
概
要

 

を
含
む
ま
で
の
範
囲
と
す
る
。

 

（
四
）
通
常
時
閉
及
び
原
子
炉
冷
却
材
喪
失
時

開
と

な
る

弁
を

有
す

る
非

常
用

炉
心

冷

却
系
等
も
（
一
）
に
準
ず
る
。

 

（
五
）
上
記
に
お
い
て
「
隔
離
弁
」
と
は
，
自

動
隔
離
弁
，
逆
止
弁
，
通
常
時
ロ
ッ
ク
さ

れ
た

閉
止

弁
及

び
遠

隔
操

作
閉

止
弁

を

い
う
。
な
お
，
通
常
時
閉
，
事
故
時
閉
と

な
る

手
動

弁
の

う
ち

個
別

に
施

錠
管

理

を
行

う
弁

は
，

開
と

な
る

お
そ

れ
が

な

く
，
上
記
（
三
）
に
該
当
す
る
も
の
と
す

る
。

 

5.
1
.1
.6

 
手
順
等

 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
つ
い
て
は
，
以
下
の
内
容
を

含
む
手
順
を
定
め
，
適
切
な
管
理
を
行
う
。

 

(1
)

原
子
炉
再
循
環
系
ド
レ
ン
配
管
及
び
原
子
炉
浄
化
系
原
子
炉

圧
力
容
器
ド
レ
ン
配
管
の
弁
に
つ
い
て
は
，
通
常
時
又
は
事
故
時

開
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
施
錠
管
理
に
よ
る
ハ
ン
ド
ル
ロ

ッ
ク
を
実
施
す
る
。

5.
1
.1
.7
 
評
価

 

(1
)

原
子
炉
冷
却
系
統
施
設
は
，
通
常
運
転
時
，
運
転
時
の
異
常
な

過
渡
変
化
時
及
び
設
計
基
準
事
故
時
に
お
い
て
，
残
留
熱
除
去
系

及
び
非
常
用
炉
心
冷
却
系
と
あ
い
ま
っ
て
炉
心
を
冷
却
で
き
る
設

計
と
し
て
い
る
。

(2
)

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
の
圧
力
は
，
逃
が
し
安
全
弁

の
設
置
に
よ
り
通
常
運
転
時
及
び
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時

に
お
い
て
最
高
使
用
圧
力
の

1
.
1
倍
以
下
に
で
き
る
設
計
と
し
て

い
る
。

(3
)

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
は
，
原
子

力
規
制
委
員
会
規
則
等
に
基
づ
き
，
最
低
使
用
温
度
を
考
慮
し
て
，

非
延
性
破
壊
を
防
止
で
き
る
設
計
と
し
て
い
る
。

(4
)

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
構
成
す
る
機
器
及
び
配

管
は
，
通
常
運
転
時
，
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
及
び
設
計

基
準
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
圧
力
，
温
度
等
を
考
慮
し
，
地
震
時

に
生
じ
る
荷
重
を
も
適
切
に
重
ね
合
わ
せ
，
変
動
時
間
，
繰
り
返

し
回
数
等
の
過
渡
条
件
を
想
定
し
，
材
料
疲
労
や
腐
食
を
考
慮
し

て
も
健
全
性
を
損
な
わ
な
い
構
造
強
度
を
有
す
る
設
計
と
し
て
い

る
。

(5
)

一
次
冷
却
設
備
を
構
成
す
る
系
統
及
び
機
器
は
，
通
常
運
転
時

及
び
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
に
健
全
性
を
損
な
わ
な
い
構

造
強
度
を
有
し
，
か
つ
，
そ
の
支
持
構
造
物
は
，
温
度
変
化
に
よ

る
膨
張
収
縮
に
伴
う
変
位
を
吸
収
し
得
る
設
計
と
し
て
い
る
。

(6
)

一
次
冷
却
材
設
備
の
配
管
は
，
配
置
上
の
考
慮
を
払
う
と
と
も

に
必
要
に
応
じ
て
適
宜
配
管
む
ち
打
ち
防
止
対
策
等
を
行
い
，
想

定
さ
れ
る
配
管
破
断
時
に
安
全
上
重
要
な
施
設
の
機
能
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
設
計
と
し
て
い
る
。

(7
)

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
か
ら
の
漏
え
い
が
生
じ
た

場
合
に
，
そ
の
程
度
を
適
切
か
つ
早
期
に
判
断
し
得
る
よ
う
漏
え

い
監
視
装
置
を
設
け
る
設
計
と
し
て
い
る
。

(8
)

下
記
の
試
験
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
設
計
と
し
て
い
る
。

ａ
．
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
供
用
期
間
中
検
査

ｂ
．
原
子
炉
構
造
材
監
視
試
験

（
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

の
隔
離
弁
管
理
）

 

〔
２
号
炉
〕

 

第
１
８
条
の
２

 
当
直
長
は
，
定
事
検

停
止
後
の
原
子
炉
起
動
前
に
，
通
常
時

閉
，
事
故
時
閉
と
な
る
手
動
弁
の
う

ち
，
開
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に

施
錠
管
理
を
行
う
原
子
炉
冷
却
材
圧

力
バ
ウ
ン
ダ
リ
隔
離
弁
（
原
子
炉
側
か

ら
み
た
第
１
弁
）
に
つ
い
て
，
閉
止
施

錠
状
態
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

 

・
設
置
変
更
許
可
本
文
記
載
事

項
は
，
保
安
規
定
に
記
載
す

る
。

・
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
お
け

る
設
計
の
方
針
に
係
る
事

項
で
あ
り
，
保
安
規
定
に
規

定
し
な
い
。

・
運

転
管

理
手

順

書
（
既
存
）

・
原
子
炉
再
循
環
系
ド
レ
ン
配
管

お
よ
び
原
子
炉
浄
化
系
原
子
炉

圧
力
容
器
ド
レ
ン
配
管
の
弁
を

含
む
，
原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ

ウ
ン
ダ
リ
の
隔
離
弁
の
施
錠
・

管
理
方
法
を
記
載
。
（
新
規
記

載
）
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（運転管理手順書 抜粋） 

１．目 的 

  誤操作の防止と原子炉冷却材圧力バウンダリ確認の具体的運用を

定め、原子炉安全を確保する。 

２．２号機の運用 
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（２号機 事故時操作要領書 抜粋） 

１２－１ 地震／津波 

１．事故概要 

２．操作のポイント 
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